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第５７回東邦大学薬学部公開講座プログラム
テーマ：『放射線と医療』

日　　時：平成２６年５月１７日（土）

会　　場：東邦大学習志野キャンパス

　　　　　薬学部Ｃ館　Ｃ－１０１講義室

　　　　　　　　　　　　　司会進行：木下　雅子（薬学部公開講座委員）

１３：３０～１３：３５　開会の挨拶 　　　加藤　文男（東邦大学薬学部長）

１３：３５～１４：３５　講演１

　　　　　　　　　「放射線・放射能って何？正しく知って正しく恐れよう」

 座長：柳川　忠二

 演者：秋本　義雄

 （東邦大学薬学部　薬事法学研究室）

１４：３５～１４：４５　質疑応答

１４：４５～１５：００　休憩（ドリンクサービス）

１５：００～１６：００　講演２

　　　　　　　　　「放射線と医療－PET分子イメージングを中心に－」

 座長：柳川　忠二

 演者：藤林　靖久

 （独立行政法人放射線医学総合研究所

 分子イメージング研究センター）

１６：００～１６：１０　質疑応答

１６：１０～１６：１５　閉会の挨拶 　　　大林　雅彦（薬学部公開講座委員長）
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　新聞やテレビなどで、「原子力発電施設から放射能漏れがあった。」、「５０mSv以上と放射

線量が高いため、帰宅困難地域となった。」、「△△△万ベクレルのストロンチウムを含む汚

染水が漏れた。」などの報道があると、放射能って何？ 放射能って漏れるの？ うつるの？ 

シーベルト（Sv）って何？ どのくらいの放射線で、人にどのような影響があるの？ ベク

レルって何？ なぜストロンチウムが問題となるの？ など、たくさんの疑問をお持ちに

なったことはありせんか？

　よく分からないけど、報道やみんなが言うから、噂では～らしいよ・・・などの理由で

放射能って怖いと思っていませんか？　

　私たち研究者や業務として取り扱う者は、放射線・放射性物質に対して「過大に恐れず、

侮らず」の態度で接し、研究や医療への利用を行っています。そのために、どのように人

に影響するのか、それはなぜか、それを防ぐにはどうするかなどを学び、取り扱い技術を

習得し、正しく恐れるようにしています。

　今回、皆さんにも放射線、放射能、放射性同位元素についての基本的な知識をお示しし、

「正しく知って、正しく恐れる」ことの大切さを考えて頂きたいと思います。

　まずは、放射能って何？　放射能って漏れるの？　の答え。

　放射能とは、放射線を出す能力・その能率ですので、放射能は漏れたりうつったりしま

せん。漏れるとすれば、放射線または放射線を出す物質（放射性物質）です。では、なぜ、

報道では放射能というのか、語呂が良い、文字数が少ないからです。

「放射線・放射能って何？
正しく知って正しく恐れよう」
東邦大学薬学部　医療薬学教育センター　薬事法学研究室

秋　本　義　雄
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　放射線は、日常生活の中に存在している自然現象のひとつにもかかわらず、五感に感じ

ることができないために正しく理解することが難しく、その存在自体が恐怖や忌避の対象

ともなり得る。しかしながら、ある技術を用いればその実態を正しく知ることができる点

で、幽霊や妖怪の類とは明確に一線を画する。本講演では、まず放射線についての基礎知

識をおさらいし、その性質を利用することで生命活動の理解やその異常としての疾患診断、

さらには治療にも活用されている例を示す。放射線の医学利用は、放射線と生体との物理

的相互作用を用いることに始まった。診断ではレントゲン撮影からX線CTへ、治療ではX

線・γ線治療から陽子線・重粒子線治療へと展開してきている。一方、放射性物質で標識

された薬物（放射性分子プローブ）が、酵素や受容体等の生体機能分子と相互作用するこ

とを利用して画像化する分子イメージング技術の発展が、がんの質的診断や脳機能の解明、

神経・精神疾患の分子機構解明へとつながっている。これらについて概説する。

放射線と医療
－PET分子イメージングを中心に－

放射線医学総合研究所分子イメージング研究センター

藤　林　靖　久
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第５８回東邦大学薬学部公開講座予告

日　時　　平成２6年10月４日（土）　13：30～16：30

会　場　　東邦大学習志野キャンパス　C１０１

　　　　　（〒２７４-８５１０　千葉県船橋市三山２-２-１　TEL　０４７-４７２-０６６６）

参加費　　無料（申込みは不要）

主　題　　『体の中のくすりの動きと医療（仮）』

その他　　手話通訳あり

詳細につきましては決定次第、本学ホームページに掲載いたします。

東邦大学薬学部ホームページ　http://www.phar.toho-u.ac.jp/



東邦大学薬学部公開講座
今までに取り上げたテーマ（第１回～第５4回）
第１回　「薬の開発、使い方と副作用」
第２回　「花粉症、アレルギー」
第３回　「漢方と生薬」
第４回　「老化と成人病」
第５回　「食品添加物、食品汚物」
第６回　「糖尿病」
第７回　「病気と検査」
第８回　「薬が世にでるまで」
第９回　「痛み」
第１０回　「身のまわりの毒」
第１１回　「心臓病」
第１２回　「肥満」
第１３回　「皮膚と化粧品」
第１４回　「ストレス」
第１５回　「健康と食事」
第１６回　「老年期痴呆」
第１７回　「癌の予防と治療をめぐって」
第１８回　「『水』－良い水　悪い水－」
第１９回　「腰痛と頭痛・肩こり」
第２０回　「目の健康」
第２１回　「アレルギー」
第２２回　「胃の病気と薬」
第２３回　「血管の老化」
第２４回　「骨粗しょう症」
第２５回　「血液の病気」
第２６回　「心の病気」
第２７回　「関節の病気」
第２８回　「睡眠」
第２９回　「感染症」
第３０回　「がんを知る、がんを防ぐ、がんを治す」
第３１回　「スギ花粉症」
第３２回　「医療に於ける薬剤師の役割」
第３３回　「薬剤師の活躍による薬害防止」
第３４回　「薬物治療の基礎と応用（くすりの効き方・使い方）」
第３５回　「臨床検査から何がわかるのか」
第３６回　「感染症から身を守るために」
第３７回　「薬剤師の理想像を目指す」
第３８回　「サプリメント」
第３９回　「ウイルスの病気」
第４０回　「食と健康」
第４１回　「薬に頼らない健康法」
第４２回　「肌とビタミンＡ・ＥとコエンザイムＱ」
第４３回　「心臓の機能と病気」
第４４回　「心の病気と生活習慣」
第４５回　「香りの科学」
第４６回　「薬の原点」
第４７回　「クスリの“かたち”と“ききめ”」
第４８回　「薬をもっとよく知ろう」
第４９回　「真菌感染症」
第５０回　「薬局を上手に利用していますか？」
第５１回　「老化を防ぐ」
第５２回　「薬剤師と共に考える医療安全」
第５３回　「薬の開発物語」－アルツハイマー病治療薬について－
第５4回　「がん薬物療法最前線」
第55回　「薬とぶんせき」
第56回　「うつ病－うつ病になってしまったら、うつ病にならないために」

公開講座などの案内はホームページ等をご利用ください。
　　　お問い合せ　ＴＥＬ　０４７-４７２-０６６６
　　　ホームページ　http://www.phar.toho-u.ac.jp/


